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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。
＜連絡事項＞

・異動希望および上司評価を、紙媒体(裏紙可)で菅原AOMに2/15までに提出のこと。

・本日中に月報入力をする。

・2/4(月)・5(火)・7(木)・8(金)、病院全スタッフ対象「医療従事者としての姿勢と行動」

出欠入力がまだの方は本日中に入力すること。

・1月経過記録は2/4（月）までに提出すること。
・松川麗様～デイケア利用開始日、デイケア利用日は未定である。2/6初外来の際、本人に利用日を確認する。（担当：中村）

・上野　康弘様～担当：川井

・田村　　隆様～担当：小島

・関　　秀治様～毎週金曜日をナイトケアの体験利用として続けて来たが2/1(金)より正式利用となる。

・高田　マキ様～2/1（金）来所予定。2/4（月）正式利用予定である。来所時に利用日を確認予定。

＜利用者様情報＞

・植村　廣隆様～昨日AAに参加しAAのメンバーから「精神病院や眠剤を飲んでいる奴はダメだ。就職も出来ない。俺が社長だったら採用しない。」と言われた事にショックを受けている。本人は「眠いより疲れた。」と話し午前中は静養室にて過ごされている。

・田中　　一様～腕時計をしながら食器洗いをしているメンバーに対し「腕時計をしながらだと水が入る。水が入ったら電池が爆発する。爆発すると周りも危ない。」等とメンバーを名指ししながら発言する事がある。また、昼食後薬を夕方に服用することが何度かあったと報告に来られる。夕方に一日分の服薬を確認しているため、各服薬時間ごとに確認を行っていく。※青陽館にて服薬されている全ての利用者様の服薬チェック表を作成し、確実に確認

する事とする。

・下妻　康貴様～昨日、自宅で調理中に包丁を扱い、左手に切傷を作ってしまったとの事。血が止まらない為ナイトケアに来たとのこと。応急処置を行い、外科を受診するように説明している。

・村上　元道様～夕方の眠気が強く、朝は起床できないため、夕食後薬のリントンが減薬となる。

・柳町　信之様～ナイトケア欠席の連絡がある。11月より入浴していない為、入浴だけでも良いので利用するよう促すも「お尻が……。」と言葉を濁している。入浴する事に対し不安だと話している。

＜事例検討＞

上川原　豊様　（50）　　主：統合失調症　　主治医：川端 Dr

最終入院：青南病院H10.8～H12. 11

青陽館デイケア利用開始：　H24.12.24～

利用目的：対人関係を学ぶ

　　　　　　　作業能力、持続性の向上

　　　　　　　病識をつける

【長期目標】

①入院せず安定した生活を送り、いずれは実家で暮らす。

②健康管理を行う、現在63Kgある体重を60Kgまで減量する。

【中期目標】

　①デイケアに通所しプログラムに参加し、疾病への理解を深める。

②対人面でトラブルのないよう交流していく。

③現在の運動量を維持し、食生活にも気を配る。

【短期目標】

①利用日にはきちんと通所し、生活にメリハリをつける。

②対人面で誤解を招くような言動は避け、トラブルにならないよう交流していく。

③プライベートでは自転車こぎを行い、運動プログラムでは体を大きく動かす。

【実施計画】

①他者が傷つくような言動をしたり、他者に対して不満や報告がある際は、適切な対応が出来るよう関わっていく。

②運動プログラムおよびプライベートでの運動量を把握し、体重減量に必要な動きや運動内容を伝えていく。また、食事内容・量についても把握し、体重減量につながるようなメニューや量をアドバイスしていく。

③家族関係の現状を把握すると同時に、将来のビジョンや日頃不安に思っていることなど、適宜話を聴く機会を設ける。

【現症】

· 火災後、障害者とは付き合いたくないと話している。

· 青明舎利用を拒否している。

· 本人の中では青明舎を辞めたと思い込んでいる。（青明舎登録は残している）

· デイケア利用には拒否は無い。

· 本人は社協、民生委員を青明舎の代わりに利用するつもりで居る。社協、民生委員も有事には青明舎と同じ様に動いてくれると本人は思っている。

· デイケアでは生活状況を確認していく。連絡が取れない事態になった場合、青明舎が動く事が出来ないためデイケアで自宅まで確認を取りに行く必要がある。

· 家賃に関しては銀行での引き落としが続いている為、銀行にて解約手続きを行う必要があることを本人に伝える。

· 本人の最終目的の実家で暮らす事に関しては母様が一緒に暮らしたくないと思っている。

【検討結果】

· 長期目標①の「いずれは実家で暮らす。」の部分を外す。

· デイケア利用時には訴えを傾聴し、体調や生活面の確認を行う。

＜事例検討＞

田向　玲美様　（31）　主病名：統合失調症　　　主治医：田名部Dr

最終入院　青南病院：H20.2～H20.3

デイケア利用開始：H21.12.16～

【長期目標】

病状安定させ、家族関係が良好に保てる生活を送る。

【中期目標】

自宅での余暇時間の使い方を考えて、生活出来るようになる。

【短期目標】

①利用日は欠席せずに通所に通い、用事は利用日以外に行うようにする。

②余暇時間の会話時は他者の話題を話さないように努力する。

③デイケアでの運動プログラムを通して、目標体重まで減量する。

【実施計画】

①欠席を訴えた際は、振り返りを行い家族と距離を置くためにも通所するように促していく。

②会話時に他者の話題を話している時は、その都度振り返りを行い、他者との関係が良好に保てるように支援していく。

③運動プログラム参加状況の他、生活状況の確認を定期的に行い、体重の推移を共有していく。

【現症】

· 気分の高揚があれば、疲労感につながっている。

· 個人情報を大きな声で漏らし、度々他者とトラブルになっている。

· 交際相手に依存的である。

· 交際相手に褒められれば頑張ることが出来る。

· 交際相手の修行が2年延びた事に関し、あと2年はデイケアに来なければならないと話している。

· デイケアには①妹と遊びに行く②他メンバーと会いたくないとの理由で頻繁に欠席をしている。

· ストレスが溜まり家族に八つ当たりをする。家族との関係は良くないと話している。

· 他メンバーと会話する事がストレス解消になっている為、デイケアに通う様に説得している。

· 自宅から整骨院まで歩いて通院している。一ヶ月で5㎏減量している。

· 心理検査では恋愛より気持ちの整理、親孝行に関して相談している。

【検討結果】

今までの計画をもとにし、具体的な内容を加える。

＜外来患者様情報＞

· 神田　直樹様～ウォークマンにて音楽を大音量にて聞いている。口数がいつもより少ない事を医師　　
に指摘されている。
· 柳町　信之様～外来に遅れると連絡がある。その後、きちんと来院された事を評価している。







